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ＩＨＥとは何か？

IHE ：

Integrating the Healthcare Enterprise

医療情報システムの相互接続性

（情報の連携）を推進する国際的な

プロジェクト



医療のIT化

医事会計システム

オーダエントリシステム

電子カルテシステム（EMR,EHR,…）

RIS(放射線情報システム）

PACS(医用画像管理システム）

LIS(臨床検査情報システム）

手術室管理システム

各部門や機器に特化したシステム



IHE誕生の背景

マルチベンダ（複数のメーカ）でシステムは構築できるのか？

他ベンダのシステムにスムーズにリプレースできるのか？

他の施設との医療情報の連携は可能か？

医療ITに関する標準は使えるのか？

「相互運用性」をどう確保するのか？

医療現場のワークフローをIT化できるのか？

医療情報システムの範囲の拡大・
各業務の高度化、細分化

⇒ 各システムが多様に、専門的になる



IHEとは何か？

医療連携のための

情報統合化プロジェクト

マルチベンダの複数のシステムを利用して、病院情報
システムや施設間連携システムを構築できるようにガイ
ドラインを提供。

ガイドラインは、既存の標準規格を参照。



IHEの特徴 （１）

HIS、RIS、PACSなどの情報システム
の相互接続性（情報の連携）を推進。

医療情報システムをマルチベンダで
構築するためのフレームワークを開
発・提案。



IHEの特徴 （2）

・診療情報のワークフローを分析して
（モデル化） 、いかにシステム化する
かを提言。

⇒業務シナリオ：Integration Profile 

コネクタソン（相互接続確認テスト）を
行い、その結果を公開。



統合プロファイルの策定

標準規格を共通に適用できるシナリオの策定標準規格を共通に適用できるシナリオの策定

シナリオ実現の最適な標準化ソリューションシナリオ実現の最適な標準化ソリューション

IHEIHE統合プロファイル統合プロファイル
（シナリオ別の規格適用ガイドライン）（シナリオ別の規格適用ガイドライン）

ユーザ
ユーザ

ベンダ
ベンダ



IHE開発プロセス

企画委員会
業務シナリオの検討

技術委員会
DICOM/HL7等で記述

IHEテクニカル
フレームワーク

ベンダが
各製品に実装

コネクタソン

IHE ソリューションを
デモ、教育

医療機関の要求仕様

サイクル

ベンダの
技術

異質な情報システムを
含んで、複雑で問題の

多い処理を有する
医療機関

Connect + Marathon
システム接続試験会

複数メーカによる情報システム
を利用し、運用上の問題を解決
したい医療機関（ユーザ）

IHEサイクル

同じような問題を抱える
医療機関への適用が

可能となる。

同じような問題を抱える
医療機関への適用が

可能となる。



IHEを理解するための用語

Technical Framework: 技術定義書
– Integration Profile: 業務シナリオ・統合プロファイル

– Actor: 登場人物（機能提供者）

– Transaction: せりふ（通信手順）

Actorの例
– OP （Order Placer）: オーダ発行

– OF （Order Filler）: オーダ実施

Domain：検討（開発）領域

Domainの例
– Radiology：放射線分野

– IT infrastructure（ＩＴＩ）: 情報インフラ分野



テクニカルフレームワーク

「医療連携のための
情報統合化プロジェクト」

– IHEは、既存の規格や技術を利用して、効率的な医療情報システ
ムを構築すること。

IHEの成果物

→ Technical Framework：技術定義書
は、業務の台本



統合プロファイル

多くの病院で共通して起こる状況や施設に必要な機能
を考えその中から解決すべき問題を抽出、医療関係者
にも分かりやすい表現でまとめたもの

業務シナリオ（フロー、機能）
●通常運用のワークフロー
●患者情報の整合性確保
●可搬用画像データ交換
●画像表示の一貫性確保
●キー画像への注釈
●監査証跡と機器認証（放射線部門）
●施設間の画像共有

・
・



アクタ用語集

レポート保存Report Repository

レポート表示Report Reader

レポート管理Report Manager

レポート作成Report Creator

プリンタPrint Server

プリントデータ作成Print Composer

可変媒体読込PMI（Portable Media Importer）

可変媒体作成PMC（Portable Media Creator）

PPS転送
Performed Procedure 
Step Manager

画像管理IM（Image Manager）

画像表示ID（Image Display）

画像保存IA（Image Achieve）

ワークステーションEC (Evidence Creator)

オーダ実施OF (Order Filler)

オーダ発行OP (Order Placer)

会計処理CP (Charge Processor)

監視証跡保管
サーバ

Audit Record Repository

患者登録
ADT (Admission Discharge
Transfer) 
Patient Registration

モダリティAM (Acquisition Modality)

機能アクタ名称



IHEのDomain（検討対象領域）

Radiology （放射線検査）

Laboratory （臨床検査部門）

Cardiology （循環器部門）

IT Infrastructure （ITインフラストラクチャ・基盤技
術）

Eye Care （眼科）

Radiation Oncology（放射線治療）

Pathology （病理検査）

Patient Care Coordination 

Patient Care Devices

Quality

[Endoscopy(内視鏡検査)]

200５-200７登場



Growth in IHE DomainsGrowth in IHE Domains

Radiology (22)

IT Infrastructure for Healthcare (17)

Cardiology (7)

Laboratory (6)

Radiation Oncology (3)

Patient Care Coordination (9)

Patient Care Devices (3)

Quality(1)

Eye Care (4)

Veterinary
Endoscopy
Pharmacy

Other 
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・10の検討領域（テクニカルフレームワーク）
・６0以上の統合プロファイル
・100を超えるベンダが参加

・コネクタソンによる接続テスト
・世界各地でのデモンストレーション
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病理(1)

※各ドメインの末尾の()内の数字は、統合プロファイルの数



IHEの誕生と経緯（世界動向）

１９９９年：アメリカでRSNA(北米放射線
学会）とHIMSS（病院情報管理システム
学会）がスポンサーとなり、設立。

その後各地に拡大

– 北米 （１９９９年）

– ヨーロッパ （２０００年）

– IHE-Japan 設立（２００１年）

– アジア・オセアニア（２００２年）

– 日本IHE協会 設立（２００７年３月）



海外のIHE

北米(IHE-NA)
– RSNA （北米放射線学会）

– HIMSS （病院情報管理システム学会）

ヨーロッパ(IHE-EU)
– IHE-UK （イギリス）

– IHE-F （フランス）

– IHE-D （ドイツ）

– IHE-I （イタリア）

アジア・オセアニア(IHE-AO)
– 日本

– 韓国

– 台湾

– 中国



International Adoption of IHE

France
USA

Germany

Italy

Japan
UK

Canada

Korea

Taiwan
Norway

Holland

Spain
China
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Demonstration RSNA 北米放射線学会2007.11



Demonstration RSNA 北米放射線学会2007.11



HIMSS病院情報管理システム学会2008.2 (Orland)



IHEの目指すもの

業務の標準的なシナリオ

システムの構築の方法

要求仕様書（RFP）に使える文書

– 統合プロフィール

– テクニカルフレームワーク

統合化された電子カルテシステム



核医学
画像
表示

患
者

情
報

の
整

合
性

確
保

放射線部門の情報へのアクセス

画像表示の
一貫性確保

監査証跡とノード認証 （放射線部門向け）

エビデンス
文書

キー画像
ノート

画像および
数値を含む

レポート

グループ
プロシージャの表

示

ポスト
プロセッ
シング
ワーク
フロー

レポー
ティング
ワーク
フロー

チャージ
ポスティング

通常運用のワークフロー
（Scheduled Workflow）

可搬媒体によるデータ転送

進捗情報
予約確定

PIR

PWF

CPI KIN

PGP

ARI

RWF

ED

SWF

PDI

NMI

ティーチン
グファイル

と臨床デー
タエクス
ポート

施設間画像データ共有

XDS-I

CHG

ワークフロー関連

コンテンツ関連

インフラ関連

メディアイ
ンポート
の整合性

確保

IRWF

SINR
MAMMO

FUS

マンモ
グラフィー

フュージョン
画像

ATNA

TCE

放射線部門の統合プロファイル



放射線部門の統合プロファイル

実装の多い統合プロファイル
– 通常運用ワークフロー

Scheduled Workflow

– 患者情報整合性確保

Patient Information Reconciliation

– 画像表示の一貫性確保

Consistent Presentation of Images

– 可搬媒体によるデータの転送

Portable Data for Imaging



部門：
オーダ実施

患者登録

患者受付

オーダー発行

画像保管・
管理

モダリティ

画像検索

検査オーダ
画像保存

患者情報

AM

IDADT

OF

OP

IM,IA
検査が

予約された

撮影完了

データの利用可能性通知

予約状況
の通知

後処理、レポート作成
など、別のシナリオへ

検査情報リスト

撮影進行中また
は、撮影完了

患者情報

HL7/ADT

HL7/ORM（Procedure 
Scheduled）

DICOM（Instance Availability 
Notification）

DICOM/MWＬ

DICOM/MPPS

DICOM/

Q/R

DICOM/Store

DICOM/MPPS

HL7/SIU＾S12

実施完了

レポート作成

RC

画像観察装置

Scheduled Workflow：ＳＷＦ
通常運用のワークフロー

HIS

RIS

PACS

Modality

HL7/ORM

（NewOrder）

ID



患者登録

オーダー発行 画像保管・
管理

モダリティ

部門：オーダ実施

RISHIS

患者情報変更の処理（従来の場合）

更新更新

更新

医事会計

画像サーバ

更新

救急外来： 救急太郎 → 横浜一郎

Patient Information Reconciliation : PIR
患者情報の整合性確保



患者登録

オーダー発行

画像保管・
管理

モダリティ

部門：オーダ実施

RISHIS 画像サーバ

更新 更新

更新
情報

更
新

情
報

更新
情報

Patient Information Reconciliation : PIR
患者情報の整合性確保

更新

更新

ＨＬ７



放射線専門医 参照医（依頼医）

Presentation State
Presentation LUT

Grayscale Standard

Original 
Image

Window 
Level

Flip

Zoom

Area Of
Interest

Annotate

Without
Consistent Presentation

Achieving
Consistent Presentation

Area Of
Interest

ＣＰＩ

Transformations Are 
Lost

Original Image

画像の読影と処理画像の読影と処理

Consistent Presentation of Images
画像表示の一貫性確保

ハードコピーおよびソフトコピーの表示状態の統一
Grayscale Standard  Display Function(GSDF)の利用
Grayscale Softcopy  Presentation Sate(GSPS)の利用



Media
Creator

Printer
[Media Reader]

Image Display
[Media Reader]

PACS
[Media Importer]

John Doe

CD

DICOM Data

Web Data
(Optional)

DICOM

DICOM

DICOM

PC BrowserWeb Data

Required to 
cleanup Patient 
ID, Acc#, etc.

Portable Data for Imaging：ＰＤＩ
可搬媒体による画像データの転送



日本IHE協会

日本における活動



有限責任中間法人日本IHE協会

2007年3月9日設立

IHE-J活動を行っていた6団体が社員

– (社)日本医学放射線学会

– (社)日本放射線技術学会

– 有限責任中間法人日本医療情報学会

– (財)医療情報システム開発センター

– 保健医療福祉情報システム工業会

– (社)日本画像医療システム工業会



日本IHE協会 組織図



日本IHE協会の活動内容

ＩＨＥ活動プロセスの推進

– 医療システムにおける業務工程モデル（ワークフ
ロー）の作成

– ワークフローに基づいた技術文書（テクニカルフ
レームワーク）の作成

– テクニカルフレームワークに基づいた接続試験の
実施

– ＩＨＥ活動の広報

国際的なIHE活動との協調

IHEを医療機関等に導入するための普及活動 Today



IHE開発プロセス

企画委員会
業務シナリオの検討

技術委員会
DICOM/HL7等で記述

IHEテクニカル
フレームワーク

ベンダが
各製品に実装

コネクタソン

IHEソリューションを
デモ、教育

医療機関の要求仕様

サイクル

ベンダの
技術

異質な情報システムを
含んで、複雑で問題の

多い処理を有する
医療機関

Connect + Marathon
システム接続試験会

複数メーカによる情報システム
を利用し、運用上の問題を解決
したい医療機関（ユーザ）

IHEサイクル



【IHE-J 2007 コネクタソン 結果表】



IHE-Japan Feb. 2008 ConnectathonIHEIHE--Japan Feb. 2008 ConnectathonJapan Feb. 2008 Connectathon

848467674848323217171111SystemsSystems

414128282323202017171111VendersVenders

2007200720062006200520052004200420032003**1120022002*1*1YearYear

*1)2002/2003年は非公式で実施



IHE-J コネクタソン 2008.2.4-8



IHE International (2007.11)



ＪＣＭＩ (２００７.11.23-25)



ＪＲＣ CyberRad2008 DEMO 参加25社



CyberRad2008 デモシナリオ

通常運用のワークフロー ＳＷＦ

患者情報の整合性確保 ＰＩＲ

画像表示の一貫性確保 ＣＰＩ
ハードコピーおよびソフトコピー

可搬型媒体CDによる情報の共有 ＰＤＩ

施設間情報連携 XDS

監査証跡 ATNA

キー画像ノート KIN



Japanese Success Story （1）



Japanese Success Story （2）



Workshop in Yamagata 2008.5.10



IHE Workshop

第１回 高知 2004.9.12

第２回 大阪 2005.1.22

第３回 札幌 2005.2.26

第４回 金沢 2005.5.14

第５回 名古屋 2005.9.3

第６回 小倉 2006.1.28

第７回 仙台 2006.5.13

第８回 東京 2006.8.5

第９回 京都 2007.2.10

第10回 高松 2007.5.12

第11回 大津 2007.8.11

第12回 広島 2007.11.10

第13回 新潟 2008.1.26

第14回 山形 2008.5.10

第15回 横浜 2008.8.2

第16回 静岡 2008.11.8

ワークショップは、医療関係者やベンダーの方を
対象とした勉強会です。

詳細は http://www.e-rad.jp/xoops/modules/eguide/index.php?cat=1 へ



電子カルテシステムの相互接続性に向けて

ISO/TC215（医療情報）で、IHEはテクニカルレポート
– IHEは標準ではなく規格の使い方であるが、ISOの文書になった

医療機関にとって電子カルテシステムは、経営の要
として期待大
– 進歩が激しいIT分野であり、かつ望ましいシステムの姿は完全

には見えていない

– 一度にシステムのすべてを実現するのではなく、段階的に

– 必要なところからはじめて、長期に渡ってシステムを実現

→相互接続性確保は必須の要件

→規格適用ガイドとそれを発展させる仕組みもつ

IHE手法の導入は効果的
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まとめ

日本IHE協会が組織され、国際的な活動の中で、
IHEは利用されつつある。

アメリカ、ヨーロッパ、アジア・オセアニアで、IHE
は協調して活動している。

関連学会で講演・デモ・展示などを行い、参加
者は、７０～９０％がＩＨＥに対して好意的な理解
を示した。

ＩＨＥの普及により、メーカーやユーザーにとって
サクセスストーリーが出始め
ている。



IHEガイド本

日本日本IHEIHE協会協会 普及推進普及推進委員会編委員会編

『『IHEIHE超超入門入門』』もよろしくもよろしく
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日本IHE協会

http://www.ihehttp://www.ihe--j.orgj.org

※※お問合せもこちらから！お問合せもこちらから！

IHE（北米）

http://http://www.ihe.netwww.ihe.net

最新情報はこちらにアクセス



今後のIHEの活動について
ご協力をお願いします。

END


